
従来のデータ分析の限界を突破するためTableau活用へ
アジャイルなダッシュボード提供でグローバル営業を支援

導入の背景
個人、中堅中小企業、大企業、金融・公共法人ならびに海外の日系・非日系企業を主要なお客さまとし、
銀行業務、その他の金融サービスに係る事業を行っている株式会社みずほ銀行。そのうち、海外トランザ
クションバンキングに関わる企画業務を担当しているのが、グローバルトランザクション営業部業務管理チー
ムです。

「グローバルトランザクションバンキング営業においては、みずほ銀行全体でどれだけの資金をグローバルで
動かしているのかに加え、個々のお客様におけるみずほ銀行の取引データを可視化し、お客様のキャッシュ
フロー状況をしっかり把握した上で、ご提案をしていかなければなりません。」と語るのは、前田宜亮氏。
そのために分析すべきデータ量は膨大であり、1 か月あたり数百万件に上ることが珍しくないのだと述べます。

「以前は各種サーバーからデータを CSV でダウンロードし、データベース製品に取り込んで分析していまし
た。」と言うのは、業務管理チーム 調査役 村松詩織 氏。相当な時間がかかる集計作業が毎月、数十回発
生していたと振り返ります。「しかも一度に扱えるデータ量に上限があり、その上限を超えないためにレポー
トの目的に応じて事前集計を行う必要もありました」。
このままでは限界があると感じた村松氏が、解決策として選んだのが Tableau でした。まず 2018 年 4 月に
Tableau Desktop の利用を開始。その効果を組織全体に広げるため、プロジェクト化の提案書を作成し、
前田氏にプレゼンテーションを行います。
当時のことを前田氏は「プレゼンテーションの内容ももちろんですが、その想いの強さに圧倒されました。」
と振り返ります。「実はこの頃、アジア地域における競争力強化の方策が検討されていました。村松さんの
提案はこれに大きな貢献を果たすと判断し、プロジェクト開始にゴーサインを出すことにしました」。

Tableau 導入・運用環境
プロジェクト化が決定したのは 2019 年 10 月。村松氏と同じく業務管理チーム 調査役 出馬展子氏と共に、
プロジェクトを進めていきました。さらに 2020 年 7 月には、業務管理チームのコアラ氏が主要メンバーとし
て参加。

会社概要

株式会社みずほ銀行

https://www.mizuhobank.co.jp/

業種：�銀行

従業員数：�
27,659 名（2021 年 3 月 31 日時点）

資本金：�1 兆 4,040 億円（2021 年 3 月 31 日
時点）

所在地：�〒 100–8176 東京都千代田区大手
町 1 丁目 5 番 5 号（大手町タワー）

事業内容：
個人、中堅中小企業、大企業、金融・公共
法人ならびに海外の日系・非日系企業を主
要なお客さまとし、銀行業務、その他の金
融サービスに係る事業を行っております。

導入製品

導入時期：2020 年 10 月

導入製品：
Tableau Creator ライセンス数：47�  
Tableau Viewer ライセンス数：1,133

主な利用環境：�海外拠点営業担当者の営業
サポート、海外トランザク
ションバンキングビジネス
企画分析サポート

導入に要した期間：約半年

Before 導入前の課題

個々のお客様におけるみずほ銀行の取引データを可視化し、お客様のキャッシュフロー状況をしっ
かり把握した上で、ご提案をしていかなければならないが、データ量が膨大であり限界を感じていた。

After 導入後の効果

内製化によるコスト削減や開発時間短縮の効果だけでなく、継続的に変化するユーザーニーズに
対してアジャイル開発が可能になった。すでに業務管理全体で 100 以上のダッシュボードが作成
され、毎日のように改善されているものもある。さらにはアラート機能により営業担当者のアクショ
ンを促し、顧客訪問前に Tableau で顧客情報を確認しセールスの糸口を見つけるといったように
迅速に意思決定ができるようになった結果、タイムリーに質の高い顧客提案に繋がっている。
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Tableauについての質問

Q1. Tableau で感動したことは ?

「1 つ目は、データ抽出・加工が簡単かつ迅
速に行えること。2 つ目は、Web プログラ
ムを書いて実現していた機能をダッシュボー
ド内で簡単に具現化できること。3 つ目は、
ダッシュボードを簡単かつきめ細かな条件
で配信できること」

Q2. Tableau 導入後の変化は ?

「Tableau を使い始めてからはカンファレン
スやユーザー会に参加する機会が増えた」

Q3. Tableau でしたいことは ?

「グローバルに海外営業担当者の支援だけ
でなく、経営層の戦略立案にも繋がるダッ
シュボードを作りたい」

2020 年 8 月には、主に東京の本部部署向けに企画分析機能を提供する、第一次本番リリースを行っています。
システム構成について、出馬氏は次のように説明します。

「当社 IT 部門が包括契約を結んで管理している AWS を利用し、Tableau Desktop や Prep、Tableau Server
を稼働できる環境を構築しています。ETL（Extract/Transform/Load）は、重要であったり、複雑な処理が
必要なデータは外部委託、それ以外のデータは Tableau Prep を使ってユーザー自身で処理を行っています。」
このような環境を構築する一方で、行内ユーザー拡大に向けた啓蒙活動も積極的に展開しています。

「ユーザー教育だけではなく、組織全体をデータドリブンにしていくことを目指し、Tableau のカスタマーサ
クセスチームからご紹介いただいた Tableau Blueprint に独自の要素を加えロードマップを策定しました。」
と村松氏。「ロードマップに基づき、国内外で先行して Tableau を活用できる人材を発掘し、Tableau が主
催する公式トレーニングプログラムを受講してもらう、といった取り組みも進めています。」
同じ部だけではなく関係部等幅広い業務分野の担当者への啓蒙・周知に取り組んだ結果、Tableau のユー
ザー数は約 300 名にまで増加。また人材発掘のためのトレーニングにも、すでに 15 名が参加しています。

Tableau 選定の理由
それではなぜ村松氏は、データ分析基盤として Tableau を選択したのでしょうか。大きく 3 つの理由がある
と説明します。
第 1 は、1 レコード当たりの情報量が多く、取り扱いが難しいキャッシュフローデータを可視化するための
高度なビジュアル表現が可能なことです。「キャッシュフローの状況を把握するには、集計データからドリル
ダウンして詳細状況を確認し、再び集計データに戻るといった動的なビジュアル化が必要です。Tableau な
らこれをマウスクリック 1 つで行うことができ、例えば地域別の資金の動きを地図上に表示することなども
可能です」。
第 2 はデータ更新アラート機能が用意されていることです。データが更新されたタイミングでユーザーに通
知メールを送ることで、「取引先のデータが営業担当のユーザー自身の手元に直接届く」というイメージでの
データ活用を実現しやすくなるのだと村松氏は言います。
そして第 3 が、継続的に変化するユーザーニーズに対し、アジャイルな開発が可能なことです。コアラ氏は

「ユーザーの要望に応じたダッシュボードの開発や改善などを担当していますが、作ったものをすぐにユー
ザーに見てもらい、その場で自由自在に変えられますので、ユーザーのフィードバックにスピーディーに応え
られます」と言います。すでに業務管理チーム全体で 100 以上のダッシュボードが作られていますが、その
中には毎日のように改善されているものもあるとのことです。

Tableau 導入効果
グローバルトランザクション営業部では自社プラットフォームに BI ツールとして Tableau を導入したことで、
次のような効果が得られています。
1．内製化によるコスト削減効果とアジャイル開発の実現
ダッシュボード作成の多くを内製化に伴い、これまで外部に委託していたコスト等の削減が図れました。ま
た開発スピードも格段に高速化しています。トレーニング後実務でハンズオンを積めば、非 IT 人材でもダッ
シュボード開発は可能だと考えています。
2．DX がもたらした迅速な意思決定
導入後 1 年で 100 を超えるダッシュボードが作成されていますが、そのうち 8 割は、以前は可視化できなかっ
た内容です。マクロ視点とミクロ視点を行き来した分析も可能で、企画担当者・営業担当者それぞれが、迅
速な意思決定に役立てています。
3．データドリブンの進化による働き方や顧客提案のレベルアップ
以前は数か月かかっていたデータ分析が、数日から数週間単位と極めてスピーディーかつ高いクオリティで
行えるようになりました。またアラート機能により営業担当者のアクションを促し、顧客訪問前に Tableau
で顧客情報を確認しセールスの糸口を見つける、といったことも容易になっています。

今後の展開について
このような一連の取り組みは、みずほグループ全体でも高く評価されています。株式会社みずほフィナンシャ
ルグループセキュリティ＆データマネジメント部 調査役 平野雄一氏は、次のように述べます。

「グローバルトランザクション営業部における Tableau 活用は、銀行のビジネス部門のニーズとツールの利点
がフィットした好事例と捉えています。当部ではデータに係る課題解決をサポートし、傘下子会社のビジネ
ス施策推進を支援する態勢整備を進めていますが、このような取り組みを通じて、ビジネス部門が様々なツー
ルから目的にフィットしたものを活用出来るようサポートをしていきたいと考えています」。
2021 年度以降、利用できる海外拠点の拡大や営業サポート機能の追加が計画されています。

「目指しているのは、グローバルな連携を促進することです。最終的には世界中で同じデータを見ることが
できる共通プラットフォームにしていきたいと考えています」（村松氏）。
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 株式会社セールスフォース・ジャパン Tableau (Email: japan@tableau.com)

© Copyright Tableau Software, 2022. All rights reserved. Tableau Software, the Tableau Software logo, and Visual Analysis for Databases are either registered  
trademarks or trademarks  of Tableau Software, Incorporated. Other company or product names may be the trademarks of their respective owners.

お客様プロフィール

お名前：村松 詩織 様
役職：�調査役
部門名：
グローバ ルトランザク
ション営業部
業務管理チーム

（2022 年 2 月現在 アジ
ア・オセアニア業務部） 

主な担当業務：Tableau を使った行内プラッ
ト フ ォ ー ム で あ る Global Transaction 
Marketing Tool（GTMP）のプロマネとして
国内・海外関係者調整、システム要件定義・
開発管理すると同時に、Tableau コンテンツ
開発を担当。

お名前：前田 宜亮 様
役職：�次長

（2022年2 月現在 グロー 
バルトランザクション営
業部 部長）
部門名：
グローバ ルトランザク
ション営業部
業務管理チーム

主な担当業務：グローバルトランザクション営
業部 業務管理チームのマネジメントを担当。

 http://www.tableau.com/ja-jp/trial 
mailto: japan@tableau.com

